
県 議 の 岩 切 た つ や で す 。 １ １ 月 定 例 議 会 報 告 で す 。 〈 第 ２ ６ 号 〉

月
議
会
に
は
、
国
の
交
付
金
決
定
や
補
正
予
算
編
成
に
呼
応

11
し
、
議
会
冒
頭
に
約
５
３
億
円
の
補
正
予
算
案
と
、
議
会
途
中
に

約
２
０
億
円
の
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

立
て
続
け
に
補
正
予
算
が
組
ま
れ
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
で
す
が
、
今
年
度
す
で
に
１
７
回
目
。
当
初
予
算
に
６
１
２
億

円
を
積
み
増
し
て
、
６
８
６
７
億
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
や
、
感
染
者
に
対
す
る
治
療
と
い
う
直
接
的

な
取
組
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
県
内
経
済
に
対
す
る
対
策
と

の
両
面
で
、
様
々
な
事
業
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
提
案
さ
れ
た
事
業
は
、
予
算
額
１
９
億
円
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
検
査
促
進
事
業
で
、『
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』

と
い
う
制
度
を
利
用
促
進
す
る
等
の
た
め
に
必
要
な
事
業
で
す
。

こ
の
言
葉
は
、
こ
れ
か
ら
よ
く
聞
く
言
葉
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
は
、
①
「
飲
食
店
や
イ

ベ
ン
ト(

旅
行
含
む)

の
主
催
者
」
が
②
「
入
店
者
・
入
場
者
等

の
利
用
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
又
は
検
査
結
果
の
陰
性
の
い
ず

れ
か
を
確
認
す
る
」
こ
と
で
③
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
や

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
時
の
よ
う
な
流
行
期
に
も
、
利
用
人
数

や
行
動
の
制
限
を
緩
和
し
て
、
お
店
や
イ
ベ
ン
ト(

旅
行
な
ど
も

含
め
て)

を
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
」
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
県
内
に
検
査
セ
ン
タ
ー
を
増
設
し
て
、
健
康
上

の
理
由
な
ど
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
き
な
い
方
や
、
感
染
拡
大
期

に
知
事
が
県
民
に
要
請
し
た
場
合
な
ど
に
、
希
望
す
る
県
民
が

無
料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。
感
染
流
行
時
で
も
自
粛
一
辺
倒
で
は
な
く
、
日
常

生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
す
。
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２０２１年は、２月議会から１１月議会まで４回、

連続して質問に登壇する機会をいただきました。

県議会では、各議員が、一般質問を各年度毎に２回行

うことができる取り決めになっています。

２０２１年２月は、２０２０年度の２回目の一般質問で、

６月と１１月は、２０２１年度の一般質問。そして、９月は

会派を代表する代表質問として登壇しました。

また、秋には衆議院議員選挙、県議会議員補欠選挙があり、

大変忙しく、充実した１年となりました。

こうして元気に活動できるのも、皆様のご支援のおかげです。

２
０
万
５
，
０
４
４
件
の
悲
し
み

昨
年
度
の
全
国
の
児
童
相
談
所
が
対

応
し
た
虐
待
相
談
件
数
は
２
０
万
を
超

え
、
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

宮
崎
県
の
３
つ
の
児
童
相
談
所
で
の

対
応
件
数
は
１
，
８
８
３
件
で
、
そ
の

前
の
年
に
比
べ
７
０
件
少
な
い
も
の

の
、
過
去
２
番
目
の
多
さ
で
し
た
。

県
は｢

外
出
自
粛
な
ど
で
、
家
庭
内

の
問
題
が
外
か
ら
気
づ
か
れ
に
く
い
状

況
に
な
っ
た
。
虐
待
は
減
少
し
て
い
な

い
。
引
き
続
き
の
対
応
強
化
に
取
り
組

む｣

と
私
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

児
童
虐
待
は｢

高
止
ま
り｣

し
た
状
況

で
す
。
１
件
１
件
に
子
ど
も
の
悲
し
み
、

苦
し
み
が
あ
り
ま
す
。
国
は
児
童
相
談

所
の
体
制
強
化
プ
ラ
ン
を
発
表
し
て
い

ま
す
の
で
、
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
十
分

な
体
制
整
備
を
進
め
て
い
く
よ
う
強
く

要
望
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
福
祉
に
こ
だ
わ
っ
て
い
く

私
の
質
問
は
、
福
祉
の
課
題
、
特
に

子
ど
も
の
福
祉
や
教
育
に
偏
り
ま
す
。

２
月
議
会
で
は
発
達
障
害
児
教
育
や
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
問
題
、

６
月
で
や
は
り
児
童
虐
待
問
題
と
、
障

害
者
へ
の
合
理
的
配
慮
の
課
題
、
９
月

で
高
校
中
退
し
た
子
ど
も
の
こ
と
、
成

人
年
齢
引
き
下
げ
や
い
じ
め
の
問
題
な

ど
を
質
問
し
、

月
で
は
児
童
虐
待
、

12

教
育
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
を
と
り
あ
げ
、

福
祉
保
健
部
長
や
教
育

長
に
何
度
も
答
弁
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

県
全
体
の
政
策
方
針

と
し
て
確
立
し
て
ほ
し
い
課
題
に
は
、

知
事
に
も
答
弁
を
求
め
て
い
く
な
ど
、

子
ど
も
の
福
祉
や
教
育
の
充
実
に
こ
だ

わ
っ
て
議
会
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
２

０
２
２
年
も
『
子
ど
も
に
優
し
い
社
会

を
』
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

1979年県庁入庁し、児童相談所、福祉

事務所等に勤務。その間、労組委員

長、ＰＴＡ会長など労働運動、地域活動
に取り組む。

2015年県議選に初挑戦、

現在二期目。環境農林水
産常任委員会委員長

立憲民主党宮崎政策調査

会長 61歳
社会福祉士、宮崎県登録養

昨
年
秋
の
選
挙
で
は
、
政
治

を
変
え
る
意
気
込
み
で
頑
張
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
働
く
者

の
立
場
を
守
り
、
全
て
の
子
ど

も
ら
に
、
幸
福
な
未
来
が
あ
る

よ
う
に
祈
る
と
同
時
に
、
行
動

し
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
課
題
を
取
り
上
げ
て
、
県

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
、
県
政
に
対
す
る

ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。



も
、
い
の
ち
を
守
る
た
め
、
子
ど
も
の
安

全
の
た
め
に
、
日
夜
努
力
し
て
い
ま
す
。

予
算
を
か
け
て
ほ
し
い
。
し
っ
か
り
と
し

た
体
制
で
、
大
事
な
宮
崎
の
子
ど
も
た
ち

を
守
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

☆
質
問
☆
（
教
育
現
場
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）

学
校
に
お
け
る
混
合
名
簿
利
用
が
浸

透
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
義
が
定
着
す

る
こ
と
が
大
事
で
は
。

☆
答
弁
☆
（
教
育
長
）

性
で
分
け
な
い
名
簿
の
活
用
は
、
男

女
平
等
の
意
識
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

児
童
生
徒
へ
の
配
慮
を
行
う
手
立
て
の

一
つ
で
あ
る
。
現
在
、
小
中
学
校
で
九

割
以
上
、
高
校
で
百
％
と
な
っ
て
い
る
。

☆
質
問
☆
（
教
育
現
場
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）

ス
ラ
ッ
ク
ス
を
標
準
服
と
し
て
、
ス

カ
ー
ト
を
選
択
で
き
る
と
い
う
学
校
も

出
て
い
る
。
制
服
の
選
択
制

導
入
の
状
況
と
そ
の
意
義
は
。

☆
答
弁
☆
（
教
育
長
）

小
中
学
校
で
十
七
校
、
高
校
で
七
校

が
導
入
。
各
地
で
制
服
の
あ
り
方
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
多
様
性
に
配
慮

で
き
る
点
か
ら
意
義
が
あ
る
こ
と
だ
。

性
別
に
関
わ
り
な
く
個
性
が
尊
重
さ
れ

る
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

☆
私
の
思
い
☆

画
一
的
で
な
い
、
個
性

が
尊
重
さ
れ
る
教
育
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
事
な
こ
と
は
『
人
権
尊
重
』
を
基
盤
と

し
た
男
女
平
等
の
意
識
を
確
立
す
る
教
育

の
充
実
で
す
。
何
か
に
つ
け
男
子
が
先
と

か
の
刷
り
込
み
が
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
社

会
が
変
わ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

☆
質
問
☆
（
自
転
車
の
交
通
安
全
）

自
転
車
の
交
通
事
故
を
心
配
し
て
い

る
。
青
い
色
の
通
行
帯
が
あ
る
道
路
が

増
え
た
。
基
本
と
し
て
自
転
車
の
左
側

通
行
の
徹
底
が
必
要
で
は
。

☆
答
弁
☆
（
警
察
本
部
長
）

安
全
ル
ー
ル
が
徹
底
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
教
室
の
開
催
や
、

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
取
締
り
も
含
め

安
全
利
用
を
総
合
的
に
推
進
し
た
い
。

☆
質
問
☆
（
生
活
道
路
へ
の
進
入
）

朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
を
避
け
る
た
め
、

狭
い
生
活
道
路
を
通
過
す
る
車
両
に
悩

ま
さ
れ
、
池
内
町
で
は
「
侵
入
し
な
い

で｣

と
立
て
看
板
が
あ
る
。
何
か

有
効
な
方
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

☆
答
弁
☆
（
警
察
本
部
長
）

ゾ
ー
ン
３
０
の
規
制
エ
リ
ア
の
整
備

や
、
道
路
に
物
理
的
な
工
夫
を
す
る
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
を
強
め
た
い
。
地

域
住
民
と
の
合
意
形
成
を
は
か
り
な
が

ら
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

☆
質
問
☆
（
学
校
の
危
機
管
理
）

学
校
に
は
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
今
後
は
「
想
定
外
」
と
言
う
弁

解
を
許
さ
な
い
レ
ベ
ル
。
対
応
は
。

☆
答
弁
☆
（
教
育
長
）

発
災
時
、
子
ど
も
を
保
護
者
に
引
き

渡
す
方
法
や
、
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど

毎
年
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
参
考

に
さ
ら
に
見
直
し
て
い
く
よ
う
指
導
し

て
い
る
。
研
修
も
強
化
し
て
い
く
。

☆
私
の
思
い
☆

社
会
の
安
全
安
心
を
守

り
、
非
常
時
に
し
っ
か
り
対
応
す
る
た
め

に
必
要
な
、
準
備
に
か
け
る
時
間
と
予
算

〈近況報告〉◆１０月１９日～３１日衆議院選挙 立憲民主党から渡辺創さんを

国会に送り出すことができました。◆１１月５日～１４日県議会宮崎市区選出議員補

欠選挙 山内かなこさんを県議として迎えることができました。◆１１月２１日 私の

息子の一人が結婚式を挙げました。◆１１月２５日～１２月１３日定例会 令和3

年度一般会計補正予算案２本、条例改正６本、条例以外の議案９本などを審議しまし

た。＊紙面ですべてをお伝えすることが難しいことから、詳しくは県広報や宮崎県庁ホームページをご覧ください。

〈さまざまなスナップ〉 県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
山
内
か
な
こ
さ
ん

が
勝
利
。
会
派
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
↓

移
転
前
の
県
立
宮
崎
病
院
を
視
察
↓

↑当確！精一杯、頑張りました

森林づくり県民ボ

ランティアのつど

い。いい天気です

↓

☆
質
問
☆
（
児
童
虐
待
対
応
）

昨
年
度
の
相
談
件
数
を
伺
い
た
い
。

☆
答
弁
☆
（
福
祉
保
健
部
長
）

１
８
８
３
件
。
前
年
度
は
１
９
５
３

件
で
あ
り
、
件
数
で
７
０
件
、
３･
６
％

減
で
あ
る
が
過
去
２
番
目
に
多
い
状
況
。

☆
質
問
☆
（
児
童
虐
待
対
応
）

こ
の
数
字
の
背
景
を
ど
う
考
え
る
か
。

☆
答
弁
☆
（
福
祉
保
健
部
長
）

学
校
や
、
近
隣
、
家
族
な
ど
身
近
な

存
在
か
ら
の
通
告
が
減
少
し
て
い
る
。

一
斉
休
校
や
外
出
自
粛
な
ど
、
家
庭
と

地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
、
家
庭

内
の
問
題
が
気
づ
か
れ
に
く
い
状
況
が

生
じ
た
の
で
は
。
顕
在
化
し
た
も
の
を

含
め
、
減
少
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。

引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
対
応

の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
む
。

☆
質
問
☆
（
児
童
虐
待
対
応
）

６
月
質
問
で
児
相
の
体
制
強
化
を
求

め
、
知
事
も
し
っ
か
り
取
り
組
む
こ
と

を
答
弁
し
た
。
虐
待
は
高
止
ま
り
し
て

お
り
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

☆
答
弁
☆
（
福
祉
保
健
部
長
）

人
口
四
万
人
に
一
人
か
ら
三
万
人
に

一
人
と
児
童
福
祉
司
の
配
置
基
準
が
変

わ
る
。
里
親
支
援
、
市
町
村
の
相
談
対

応
強
化
の
支
援
職
員
も
必
要
。
必
要
な

体
制
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

☆
私
の
思
い
☆

社
会
の
ス
ト
レ
ス
は
弱
い

方
へ
、
弱
い
方
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
も
然
り
。
現
場
職
員
は
疲
弊
し
な
が
ら

と
人
手
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

☆
質
問
☆
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

昨
年
度
、
宮
崎
県
全
体
の
実
績
は
？

☆
答
弁
☆
（
総
務
部
長
）

県
と
市
町
村
全
体
で
３
６
５
億
円
受

け
入
れ
た
。
県
内
か
ら
他
県
域
に
寄
付

さ
れ
た
額
は
、
把
握
が
困
難
で
あ
る
。

☆
質
問
☆
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

良
い
返
礼
品
が
誘
因
に
な
っ
て
い

る
。
品
質
維
持
が
そ
の
後
の
県
産
品
の

売
り
込
み
に
大
事
な
こ
と
で
は
な
い

か
。
知
事
の
所
見
は
い
か
が
？

☆
答
弁
☆
（
知
事
）

返
礼
品
は
県
産
品
の
認
知
度
向
上
に

つ
な
が
り
、
そ
の
品
質
は
重
要
。
評
価

を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
事
業
者

や
市
町
村
に
も
要
請
し
て
い
く
。

☆
質
問
☆
（
選
挙
が
低
投
票
な
こ
と
）

秋
の
選
挙
は
低
投
票
率
に
終
わ
っ

た
。
受
け
止
め
と
対
策
は
。
ま
た
、

県
議
の
補
欠
選
挙
の
要
件
に
課
題
が

あ
る
と
思
う
が
、
所
見
を
。

☆
答
弁
☆
（
選
挙
管
理
委
員
長
）

残
念
な
こ
と
に
補
欠
選
挙
は
戦
後

最
低
の
数
字
で
、
民
主
主
義
の
危
機

と
も
言
え
る
結
果
に
衝
撃
を
受
け

た
。
今
後
、
動
画
配
信
な
ど
、
世
代

を
意
識
し
た
対
策
を
検
討
し
た
い
。

補
欠
選
挙
は
、
定
数
２
以
上
の
選
挙

区
で
は
欠
員
が
２
以
上
に
な
る
こ
と

が
要
件
。
地
域
の
声
の
代
表
に
欠
員

が
あ
る
こ
と
は
課
題
だ
。
法
律
に
定

め
ら
れ
た
こ
と
な
の
で
、
国
会
等
で

の
議
論
を
注
視
し
て
参
り
た
い
。

私
の
質
問
・
答
弁
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。


